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ある生物種の調査エリア Aの生息分布を推定したい.  そのために在データ と同時にGISや気象から特徴変数ベクト
























このとき、最小 U-ダイバージェンスと 0 和ゲームのミニマックス性:
が成立する。
これからやりたいこと
● 標準的な最大エントロピー法の欠点を一般化最大エントロピー法によって改善したい。このためには生成関数 Uをデ
ータから有効に選択する方法の開発が必要となる。一つのアイデアとしては幾つかの Uによって得られた生息分布
の性能をテストデータによる検証で選択する方法が考えられる。
● 拡張されたエントロピー最大分布は標準の場合のギブス分布とは異なる。この分布の統計的、生態学的な適切な解釈
を得たい。同時に在のみデータのポアソン過程としての理解も拡大したい。
大西洋セミクジラの生息分布
http://www.seascapemodeling.org/
